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1-1. KASEKO-KUMA HALLの特徴

1-2. お問い合わせ・見学のお申し込み

1. 施設概要

1-3. アクセス

1※スターバックスがある建物



1-4. 施設および機材の概要

スターバックスコーヒー  東京大学工学部店  工学部11号館1F
TEL : 03-5842-5716
https://www.starbucks.co.jp/

北海道の米と汁「 U-gohan」 東大正門  工学部11号館2F
TEL : 03-5615-9458
https://www.u-gohan.jp

1-5. 連携施設連絡先

施設図面

施設および機材概要
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＊1講堂、ラウンジとも投影比率 16:10 

https://www.starbucks.co.jp/
https://www.u-gohan.jp/


■
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2. HASEKO-KUMA HALL 施設利用案内
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3. 施設の貸切利用申請
3-1. 見学（下見）のお申し込み

講堂の事前見学（下見）をご希望の場合、「お問い合わせメールアドレス」へご相談ください。原

則、講堂利用予定日の２週間前まで、３０分以内に限り、1回は無料とします。2回目以降の事前

準備等は料金が発生いたします。なお、本ホール担当者の立ち会いをご希望される場合はその

旨もお知らせください。ラウンジは、予約が入っていない（占有利用されていない）日時であれば自

由に見学頂けます。ただし、プロジェクタ等機器の試用をご希望の場合は「お問い合わせメールア

ドレス」へご相談ください。

「お問い合わせメールアドレス」→haseko-kuma@t-adm.t.u-tokyo.ac.jp

3-2.　HASEKO-KUMA HALL施設予約までの流れ

(1)利用条件の確認
「HASEKO-KUMA HALL施設利用案内」を、HASEKO-KUMA HALLウエブサイト「施設利
用」からご確認ください。
施設利用 https://haseko-kuma.t.u-tokyo.ac.jp/reservations

(2)空き状況の確認
1)HASEKO-KUMA HALLウエブサイト施設利用からご確認ください。
施設利用 https://haseko-kuma.t.u-tokyo.ac.jp/reservations

2)東京大学工学系・情報理工学系等所属の教職員は、共用設備・施設予約管　理シ
ステムからも確認いただけます。
https://rsv.t.u-tokyo.ac.jp/information/

3)HASEKO-KUMA HALLウエブサイト{お問い合わせ}フォームかメールでお尋ねくださ
い。
お問い合わせ https://haseko-kuma.t.u-tokyo.ac.jp/inquire
メール haseko-kuma@t-adm.t.u-tokyo.ac.jp

(3)施設の利用申請
1)東京大学工学系・情報理工学系等所属の教職員は、共用設備・施設予約管理シス
テムから申請登録する。
https://rsv.t.u-tokyo.ac.jp/information/

2)東京大学工学系・情報理工学系等所属以外の方は、「01_工学部共通講義室　工
11号館HASEKO-KUMA HALL　使用申請書(エクセル)」に記入し、HASEKO-KUMA HALL
事務局へメール添付で送る。
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(4)審査
HASEKO-KUMA HALL事務局より、メールにて次の書類をお送りします。必要なものを作
成しメール返送にて提出してください。書類内容の確認が済み次第、施設利用を承認し
ます。

02_開催概要_例
02-1_サイネージ表示依頼申請書
03_備品貸出表
04_【工】HASEKO-KUMA_HALL_無線・有線LAN利用申請_20210226
05_自動ドア設定変更申請書

06_HKH図面_Adobe Illustratorで加工できるレイヤー情報つきのPDF
06-1_避難経路確保スペース
06-2_組立シール＿0212

07_hkh図面B Canonプロジェクターの位置など
07-2_Canonプロジェクター_寒さによる起動のタイムラグ
07-3_ラウンジ壁面サイネージが表示されない場合の対処法

08_請求書発行に当たっての確認事項20230101

09_壁面縦側サイネージコンテンツについて(仕様)

(5) 使用願、使用許可証
1) 使用願が発行されます。この使用願の内容(特に経費の項目)を申請者が確認し修正
がなければ、承認後、使用許可証が発行されます。
2)見積書は発行されません。許可証に使用料金が記載されます。

(6) 使用料請求
1) 使用日以降に工学系財務課より、振替、請求書発行などの手続きをおこないます。
2) 請求書は、紙で発行され郵送します。
3) 領収書が必要な場合は、その旨の連絡が必要です。
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3-3.記者会見会場として利用される場合

講堂での記者会見をご希望の場合は、利用申請前に工学系研究科広報室へメール

にてご相談ください。

「工学系研究科広報室メールアドレス」→  kouhou@pr.t.u-tokyo.ac.jp

3-4. キャンセル  ・ポリシー

予約した日程での共通講義室の使用を中止する場合、使用しないことが決まった時

点ですみやかに次の対応をお願いします。

(1) 工学系等、情報理工学系の方は、システムから取消の申請をしてください。

(2) 工学系等、情報理工学系以外の方は、HASEKO-KUMA 

HALL(haseko-kuma@t-adm.t.u-tokyo.ac.jp)までメールにてご連絡ください。

なお、開催日まで 7 日未満となってからの取消、あるいは事前の申し出なく使用しな

かった場合、正規の使用料金全額を納付していただくことがあります。
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4. 当日の利用
4-1. HASEKO-KUMA HALLの施錠・解錠  
講堂 
工学部列品館1階防災センターで「11号館講堂」の鍵を借りてください。使用後は、毎日、
防災センターに鍵を返却してください。 

工学部列品館1階防災センター ：TEL 内線 26119 
HASEKO-KUMA HALL事務局：TEL 070-6936-1394 
E-mail：haseko-kuma@t-adm.t.u-tokyo.ac.jp 
ラウンジ  
ラウンジは、オープンな多目的スペースとなっているため、１階・2階とも解錠・施錠する箇
所はありません。ラウンジを占有利用する使用責任者は、工11号館入口等に立て看板等
を設置するなど、11号館入館者へ占有利用をお知らせください。プロジェクターを利用す
る場合は、「工11号館講堂」鍵によるバックヤードの開錠が必要です。 

なお、HASEKO-KUMA HALLのある工11号館の開館時間は平日7:00-19:00、土・日・祝日は
閉館です。閉館時利用には、建物入口開錠時間変更依頼が必要です。開錠を希望する
日の2週間前までに変更申請を提出してください。 

4-2. 車両の入構手続き・駐車場の利用  

大学構内における教育・研究環境の静謐を保持する目的から、自動車での入構は極力ご

遠慮いただいております。荷物の搬入等やむを得ない場合のみ、有料にて入構が可能で

す。

その場合は各ゲートに設置されている発券機より当日許可証を発行し入構してください。

また、見学者用の駐車場はございませんので、見学の方は公共交通機関又は学外の駐

車場をご利用ください。

利用方法および駐車場の利用は下記URLより最新の情報をご確認ください。

自動車でお越しになりたい場合(病院地区を除く)↓
https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/about/campus-guide/map01_02_01.html
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4-3. 工学部11号館のエレベータ

エレベータの使用はできますが、占有はできません。なお荷物のサイズ制限は、以下の
寸法を参考にしてください。
EVサイズ｜扉：W900mm×H2100mm
　　　　　 内寸：奥行き1450mm、幅1300mm、高さ2350mm
                かご内には、奥に鏡、天井左右両脇には間接照明があります。
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有線・無線LANとも、利用申請を提出していただきます。当日予定したことができな
いということを避けるために、事前にネットワークを利用してテストを行ってくださ
い。 

UTokyo-Guest Wi-Fiは、Zoom等配信用途には不向きです。
有線LANを申請してください。

来場者（ゲスト）の Wi-Fi接続 
来場者(ゲスト)には「UTokyo-Guest」をご案内ください。 
また、「S-7 Utokyo-Guest WiFi利用方法」をご参照ください。 

「東京大学での無線LAN利用」をご参照ください。 
https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/dics/ja/wlan.html

TV会議システム跡の利用
音声を別にとる方法として、次のものが利用できます。

AV室のラック7U(マイクユニットの下)あたり、会場へのIN/OUT端子があります。
接続用の延長もしくは変換ケーブル、ミキサー等の機器はご持参ください。

3.5mmステレオミニプラグ（オス）がケーブル出しになっています。
信号はラインレベル、ミキサー等を介して会場マイクおよびHDMIの音声が出力さ
れます。
端子が短いため、接続用の延長もしくは変換ケーブルは必須です。

接続用のケーブルは、出力側が3.5mmステレオミニプラグ（3極・オス）でラックに固
定されており引き出すことが出来ないため、機器までの延長が必要です。
用意いただくケーブルの片側は【3.5mmステレオミニ（3極・メス）】である必要があり
ます。もう片方は持ち込まれる機器によります。

5. HASEKO-KUMA HALL  LAN利用

https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/dics/ja/wlan.html


6. 施設ご利用上の注意
6-1.使用許可を受けた者とその紹介者の責任

利 用 許 可を受けた者とその紹 介 者は、施 設 利 用 中に生じた事 項について、

一切の責任を負うこととなります。

6-2. 責任者の配置

本ホールご利用中は必ず責任者が常駐し、連絡時・緊急時等に対応できるように

してください。

6-3. 原状回復

使用後は、使用許可を受けた方の責任により原状回復をお願いします。施設や施

設に付属する設備・備品等を破損または滅失した場合も同様です。原状回復が困

難となった場合は、損害賠償を求めます。

6-4. 火気や危険物の使用を禁止

原則として、施設内での火気や危険物の使用を禁止します。ただし、申請を受けて

許可することがあります。

6-5. 講堂内での食事の禁止

原則として、講堂内での飲食を禁止します。講堂内では、ペットボトル等蓋ができる

容器での水分補給は差し支えありません。

※ルール・節度を持ってご利用ください。

13



6-6.  屋内の避難経路とその確保

所定の避難経路と非常口は以下の図のとおりです。この経路を常に確保（2方向避

難）し、物品等で塞がないようにしてください。1.2m以上の幅を確保してください。

２階

１階

赤矢印は避難経路です。

赤で塗りつぶしているスペースに、避難経路を塞ぐような机・椅子などを置かないで

ください。
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学務課または、HKH事務局より、工11号館管理委員会に伺いをたてる必要
があります。

そのため、外看板の大きさ、設置の場所等がわかる計画書を営業日10日
前までにご提出ください。

工11号館管理委員会の了解後、外看板は開催日当日朝に設置、翌日朝ま
でに撤去いただきます。

7.  11号館外への立て看板の設置
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東京大学工学部 11号館 HASEKO-KUMA HALL

2025年5月版

S-1. 施錠・解錠時マニュアル

2. 設備等マニュアル



1-1. 講堂

工学部列品館1階防災センターで「工11号館講堂」の鍵を借りてください。使用後は、

毎日、防災センターに鍵を返却してください。

１. HASEKO-KUMA HALLの解錠・施錠

1-2. 講堂の施錠位置

1



東京大学工学部 11号館 HASEKO-KUMA HALL

2025年5月版

S-2. 講堂・ラウンジ機器リスト及び操作マニュアル

 1.照明・暖房等の電源スイッチ及びコンセント

 2.機器リスト (講堂)

 3.機器リスト (ラウンジ )

 4.講堂の映像・音響機器の操作

 5.ラウンジのプロジェクターの操作

 6.codemari(コデマリ )の操作

 7.講堂 分配器接続方法

2. 設備等マニュアル



1. 照明・暖房等の電源スイッチおよびコンセント

照明・暖房等のスイッチは以下に印で示した箇所にあります。適宜ご利用ください。

1

エアコン



2. 機器リスト（講堂）

No.  機器名  数量 
備考

/ﾒｰｶｰ名 

1  プロジェクター 

ﾚｰｻﾞｰ光源液晶
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰWUXGA12000lm　

EB-L1500UH 
1  EPSON 

中焦点ﾚﾝｽﾞ (EB-L1000､G7000ｼﾘｰｽﾞ
用)　ELPLM10 

1  EPSON 

天吊金具ELPMB48  1  EPSON 

2  スピーカー  ｺﾗﾑｽﾋﾟｰｶｰ（白）　 CBT200LA-1-WH  2 
ヒビノ

ﾌﾟﾛｵｰﾃﾞｨ
ｵ 

3  TV会議ｶﾒﾗ用ﾌﾛｱｺﾝｾﾝﾄ   ﾌﾛｱｺﾝｾﾝﾄ部材・ｹｰﾌﾞﾙ   1  特型 

4  外部入力用ﾌﾛｱｺﾝｾﾝﾄ   ﾌﾛｱｺﾝｾﾝﾄ部材・ｹｰﾌﾞﾙ   1  特型 

7  ミキサー  Dante対応DSPﾐｷｻｰ　RADIUS NX12x8  1 
AUDIO 
BRAINS 

8  アンプ 
4ch8Ω300W Hi/Loｱﾝﾌﾟ　

QUATTROCANALI1 
1 

Powersoft 
Audio 

9  AVラック  木製EIAﾗｯｸ（28ﾕﾆｯﾄ）  1  特型 

10  液晶ﾓﾆﾀ用ｺﾝｾﾝﾄ  
ﾌﾛｱ液晶ﾓﾆﾀ用接続ｺﾝｾﾝﾄ（ﾌﾛﾝﾄ壁

面） 
2  特型 

11 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾜｲﾔﾚｽﾏｲｸ  

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾜｲﾔﾚｽﾁｭｰﾅｰ (4波)　
WT-1004D 

2  JVC 

12 
ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾜｲﾔﾚｽﾁｭｰﾅｰﾕﾆｯﾄ　

WT-UD1003D 
4  JVC 

13  ﾗｯｸﾏｳﾝﾄ金具　 PS-RU11  3  JVC 

14 
ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾜｲﾔﾚｽﾏｲｸﾛﾎﾝ (ﾊﾝﾄﾞ型)　

WM-P1070D 
7  JVC 

15 
ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾜｲﾔﾚｽﾏｲｸﾛﾎﾝ (ﾍﾟﾝﾀﾞﾝﾄ型 )　

WM-P1080D 
1  JVC 

16  ﾀｲﾋﾟﾝﾏｲｸｷｯﾄ　 WT-UM80  1  JVC 

17  ﾁｬｰｼﾞｬｰ　WT-C63  4  JVC 

18 
ｱﾝﾃﾅﾐｷｻ -(3入力2分配×2系統)　

WT-D88-B 
1  JVC 

19  ﾜｲﾔﾚｽｱﾝﾃﾅ (壁取付型)　WT-Q830　  2  JVC 

20  照明接点用 
LAN-接点ｺﾝﾊﾞｰﾀｰ　 CD-L2R  1  内田洋行 

LAN-IRｺﾝﾊﾞｰﾀｰ　CD-L2I  1  内田洋行 

2

◇2020年度 新規機器



2. 機器リスト（講堂） ◇転用機器

No.  機器名  数量 
備考

/ﾒｰｶｰ名 

1  環境制御装置 

コデマリ　  4-850-5011  1  内田洋行 

サーバーPC　HP　EliteDesk 800 G1 
SF/CT 

1  HP 

iPad Air 2 Wi-Fi 64GB MGKL2j/A  1  アップル 

セキュリティーワイヤー
SLE-30STB710BKN 

1 
サンワサ

プライ 

ハブ　EHC-F16PN-JW  1  エレコム 

wivia WV-BG-4 4-850-0504  1  内田洋行 

マトリックススイッチャー  SL-84A  1  IMAGENICS 

パトライトインターフェースコンバータ　
PHN-R 

1 
パトライト 

パワーディストリビューター LD2000  1 
ログオー
ディオ 

2  出力 

60型液晶ディスプレイ　ＰＮ－Ｅ６０２   2  シャープ製 

受信機　CRO-DCE15TX  5  IMAGENICS 

送信機　CRO-DCE15ATX  5  IMAGENICS 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3. 機器リスト（ラウンジ） ◇新規機器

No.  機器名  数量 
備考

/ﾒｰｶｰ名 

1  プロジェクター 

ﾚｰｻﾞｰ光源液晶
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰWUXGA12000lm　

EB-L1500UH 
2  EPSON 

短焦点ﾚﾝｽﾞ (EB-L1000､G7000ｼﾘｰｽﾞ用)　
ELPLW05 

2  EPSON 

天吊金具ELPMB47  1  EPSON 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰﾏｳﾝﾄ　 VPAUW  2  CHIEF 

ﾌﾗｯﾄｼｰﾘﾝｸﾞﾌﾟﾚｰﾄ白　 CMA110W  1  CHIEF 

固定式ﾎﾟｰﾙ152mm白　CMS006W  1  CHIEF 

天吊金具　RS-CL15  1  CANON 

プロジェクター金具    1  特型 

給排気用ﾌｧﾝ           6  特型 

HDMI（DVI）信号同軸延長器・受信器　
DCE-H1RX 

1  IMAGENICS 

4K対応HDMI同軸延長受信機　
CRO-U1L2R 

2  IMAGENICS 

壁面ｺﾝｾﾝﾄ（映像用）   3  特型 

制御ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ   1  特型 

4K対応HDMI同軸延長送信機　
CRO-U1L2T 

2  IMAGENICS 

HDMI 信号同軸延長器・受信器　
CRO-H26T 

1  IMAGENICS 

2  入力コンセント 
外部入力ﾊﾟﾈﾙ（ HDMI/RGB/音声

/AC100V) 
1  特型 

3 AVラック

Dante非対応  DSPﾐｷｻｰ　SOLUS NX 4X4 1 SYMETRIX

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾊﾟﾜｰｱﾝﾌﾟ　 PS-A1504D 1 JVC

ｴｯｼﾞﾌﾞﾚﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｾｯｻ　 G802 1
ジャパンマ
テリアル

JVC

4Kﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞﾌﾟﾚｰﾔｰ　 XT1144 1
ジャパンマ
テリアル

ﾏﾙﾁｼｸﾞﾅﾙ対応
ｼｰﾑﾚｽﾏﾄﾘｯｸｽｽｲｯﾁｬｰ　 SL-61C

1 IMAGENICS

AV操作ﾊﾟﾈﾙ（自照ﾎﾞﾀﾝ式） 1 特型

ﾌｧﾝ用電源ﾕﾆｯﾄ 1 特型

ﾊﾟﾜｰﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀｰ　 LD2000 1 ﾛｸﾞｵｰﾃﾞｨｵ

BD/DVDﾌﾟﾚｰﾔｰ　BDP-S1500 1 ソニー

ﾊﾟﾜｰﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀｰ　 LD2000 1 ﾛｸﾞｵｰﾃﾞｨｵ

ﾏｳﾝﾄ金具 ,EIA棚一式 1 JVC

EIAﾗｯｸ19U　LK-F19U 1 JVC
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教卓に備え付けられた操作端末（iPad）からAVシステムを操作し、照明・音量の調節、プ

ロジェクタ起動、スクリーン昇降等が可能です。

また、講堂演台の上の設備から、ハイブリット授業、オンライン会議実施のための室内

音声信号のPC取り込みができます。演台上の操作手順に従って行ってください。また、

追加の音声ラインアウトの為の機材（受信機・分配器・ケーブル）はAV室（P19参照）に格

納してあります。

5

4. 講堂の映像・音響機器の操作



5. ラウンジ・プロジェクターの操作

パソコンの画像をプロジェク
ターに表示するやり方

　・バックヤード内の機械を
操作

1）左側の赤い丸のボタンを
押し、左側の電源を切る。

2）黄色い四角のボタンを押
し、電源をつける。

3）壁の端子に差したHDMI
とPCをつなぎ、表示したい
画像を選択し、壁に映像を
映し出す。

現状復帰時は2，1の順に
ボタンを押し、写真の状態
に戻す。

不具合の原因として考えられること
・寒さのため、プロジエクターが起動するのに時間
がかかることがある。
・プロジエクターの電源スイッチが点滅している間
は、そのまま待つ。
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6. codemari（コデマリ）の操作
6-1. codemariとは

室内のAV機器をWEB画面から操作することができます。

プレゼンテーションの際消灯する

プレゼン用の資料を
プロジェクターに投影する

再生中の資料映像の音量を調節する

学生の資料をプロジェクターに投影する

モニタには資料映像を投影する

部屋の環境をワンクリックで構築

必要な機器の起動・セットアップを簡単な操作で行なうことができます。

投影映像を簡単切り替

ケーブルを替えるなど操作の手間なしに投影映像を切り替えることができます。

手元で機器を調節

音量や照明のON／OFF プロジェクターのON／OFFなどを手元の端末から操作できます。
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１．システム起動

教室内のAV関連機器の電源ON画面です。かんたん設定で主電源

OFFを選択された後、再度、使用する際に表示されます。主電源が

ONの場合は、ホーム画面が表示されます。

主電源ONボタン

■操作方法

主電源ONボタンをタップしてください。

主電源ONに成功すると、ホーム画面に移ります。

※主電源のONにはある程度時間がかかります。

8

２．ホーム画面

ホーム画面で各アイコンをタップすると、対象機器の操作画面に移動します。

各機能の操作画面については、後述のページをご参照下さい。

6-2. ご使用方法
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３．かんたん設定

あらかじめ設定された環境にあわせて機器を一度に操作します。

登録済みの活用シーン

実行ボタン

■操作方法

一覧よりご利用になるシーンを選んで、実行ボタンをタップします。

あらかじめ設定された環境にあわせて機器の制御が開始されます。なお、現在登録され

ているかんたん設定は以下の通りです。

■かんたん設定 設定内容  

No シーン名 映像 音源 照明
プロジェク

ター
スクリー

ン

1 講義
（プロジェクターなし）

なし なし 全点灯 OFF 昇

2
講義・セミナー
（明るめ・HDMI）

外部入力
（HDMI）

外部入力
（HDMI）

プロジェクター講義①
（50％調光）

ON 降

3
講義・セミナー

（明るめ・RGB）

外部入力
（RGB）

外部入力
（RGB）

プロジェクター講義①
（50％調光）

ON 降

4 TV会議 TV会議
なし※

(TV会議) 
プロジェクター講義①

（50％調光）
ON 降

5
講義・セミナー

（暗め・HDMI）
外部入力
（HDMI）

外部入力
（HDMI）

プロジェクター講義①
（20％調光）

ON 降

6
講義・セミナー

（暗め・RGB）
外部入力
（RGB）

外部入力
（RGB）

プロジェクター講義①
（20％調光）

ON 降

7 座談会
（プロジェクターなし）

なし なし 座談会  等 OFF 昇

8 座談会
（プロジェクターなし）

なし なし 座談会  等 OFF 昇
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投影ソーススクロールボタン 

投影先機器 

投影ソース選択ボタン 

４．映像設定
選択した映像機器に映像を表示します。

■操作方法

１．映像を表示したい

プロジェクターなど「投影先機器」に表示させたい「投影ソース選択ボタン」をドラッグ＆ドロッ

プすると、選択したボタンに合わせて映像が表示されます。表示させたい投影ソースが見つ

からない場合は、「投影ソーススクロールボタン」を押して表示をスクロールさせてください。

２．映像を切り替えたい

既に投影ソースのアイコンが表示されている「投影先機器」に、新たに表示したい投影ソー

ス選択ボタンをドラッグ＆ドロップすると選択したボタンに合わせて映像が切り替えられま

す。

３．投影を終了したい

既に投影ソースのアイコンが表示されている投影先ウィンドウに、投影ソース選択ボタンの

「入力なし」をドラッグ＆ドロップすると、プロジェクターやモニターに何も投影しない状態にな

ります。

※「入力なし」の投影ソース選択ボタンは、投影ソース選択ボタンの右端に表示されていま

す。

おすすめポイント

「どうしたら良いのかよく分からない」という場合は、

ドラッグ＆ドロップの際に「ALL」に選択するのが簡単な方法になります。
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５．照明設定

照明を調整します。実行ボタンで、設定された状態に一括で調光制御出来ます。

実行ボタン

■操作方法

実行したいプリセット設定の実行ボタンをタップすると、予め設定されている照明シーンに切り替

わります。なお、現在登録されている照明制御ゾーンの名称、プリセットは以下の通りです。

No プリセット名 演題
講堂
（前）

講堂
（中）

講堂
（後）

2Fカウ
ンター

通路

1 全点灯 100% 100% 100% 100% 100% 100%

2 全消灯 0% 0% 0% 0% 0% 0%

3 通路のみ点灯 0% 0% 0% 0% 0% 100%

4 半点灯 100% 50% 50% 50% 0% 0%

5
プロジェクター講義①

（50％調光）
0% 50% 50% 50% 0% 0%

6
プロジェクター講義①

（20％調光）
0% 20% 20% 20% 0% 0%

7 座談会 等 0% 100% 0% 0% 0% 0%

8 座談会 等 100% 0% 0% 0% 0% 0%
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６．サウンド設定

スピーカーの音源選択、音量制御を行います。

音源選択ボタン 

音量調整ボタン 

■操作方法

１．入力音源を切替えたい

流したい音源に合わせて「スピーカー」右横の音源選択ボタンをタップします。押したボタンに

合わせてスピーカーから流れる音源が切り替わります。

２．音量を調整したい

音量調整ボタンを押すと調整画面が表示されます。音量調整ボタンで音量の10段階調整、

ミュートON/OFFボタンでスピーカーから流す音源の ON/OFFの設定が出来ます。調整終了

後は、「閉じる」ボタンをタッチして閉じます。

ミュートON/OFFボタン

音量調整ボタン

閉じるボタン
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７．プロジェクター電源

プロジェクターの電源制御を行います。

■操作方法

操作したい機器のON/OFFボタンを押すと、プロジェクターがON/OFFします。

※プロジェクターの起動、終了にはある程度（2，3分）時間がかかります。

ONボタン OFFボタン

８．スクリーン操作

スクリーンの操作を行います。

昇 

■操作方法

スクリーンの上げる、下げる、停止ボタンをタップすると、ボタンに合わせてスクリーンが動作し

ます。

降  停止 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お困りのときは
（１）FAQ

■ ホーム画面に戻りたい→各操作画面の左上に表示されている家マークのアイコンをタッチ

すると、ホーム画面に戻ります。

■ さまざまな機器を一度に操作したい→「かんたん設定」参照

■ 照明を調整したい→「照明設定」参照

■ 映像を調整したい→「映像設定」参照

■ スピーカーの再生音量を調節したい→「サウンド設定」参照

■ プロジェクターの電源を入れたい・消したい→「プロジェクター電源」参照

■ スクリーンの操作を行いたい→「スクリーン操作」参照

（２）トラブルの内容と対策

■ ページが表示されない

① クライアント端末（iPad）の内蔵ワイヤレスLANがOFFになっていないか確認してください。

② クライアント端末が本システムに接続可能なネットワークに接続できていることを確認ください。

③ クライアント端末のSafariのアドレスバーに記載されているURLに間違いがないかを確認 してく

ださい。

④ サーバ用PCの電源がONか、LANケーブルが抜けていないかを確認してください。

　 ①～④を行っても、接続できない場合は、iPad、PCを再起動させて再度お試しください。

■ プロジェクターの電源がON/OFFできない。

① プロジェクター本体の電源ランプが点滅していないかどうか確認してください。点滅中は、 ONも

しくはOFF中のため、操作が受け付けられません。（プロジェクターの仕様により、ON/OFF後、2分

間程度、操作が受け付けられません。）

② プロジェクターを本システムではなくリモコンで操作されている場合、実際の機器の状態 と本シ

ステムの同期がとれず、エラーとなる場合があります。一旦主電源をオフにした後、再度オンにして

から、もう一度操作してください。
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■ エラーメッセージが出る
エラーメッセージの末尾に記載されております[エラー番号]をご確認ください。

① [エラー番号]の末尾が03の場合

Ⅰ. 制御対象の機器が既に別の操作を受けて、制御の受付が行えない状態になっております.（プ

ロジェ クターのON/OFF操作中、主電源ON/OFF中等で発生します）。この場合は、2分程度お待

ちいただき、再度操作を行ってご確認ください。

II. 2分以上お待ちいただいて、操作してもエラーメッセージが出続けてしまう場合は、操作ログの

収集方法（（３）操作ログの収集をご参照ください。）をして頂き、担当窓口までお送りください。

② [エラー番号]の末尾が04の場合

Ⅰ. 制御対象の機器が故障しているか、制御用のケーブルに何らかの障害（ケーブルが抜けてし

まっている、何らかの衝撃や経年劣化によってケーブルが断線している等）が考えられます。制御

用のケーブルが接続されている事をご確認ください。

II. 制御用のケーブルが抜けてしまっておりましたら、ケーブルを差し込んでいただき、再度、操作

を行ってください。

Ⅲ. 制御用のケーブルが接続されておりましたら、機器の故障の可能性が考えられますので、操作

ログの収集方法（（３）操作ログの収集をご参照ください。）をして頂き、担当窓口までお送りくださ

い。

③ [エラー番号]の末尾が99の場合

Ⅰ. プログラムの不具合が考えられます。操作ログの収集方法（（３）操作ログの収集をご参照くだ

さい。）をして頂き、担当窓口までお送りください。

（３）操作ログの収集
■ codemariサーバの操作ログ

① ログフォルダからのログの収集

　「C:\Program Files\Apache Software Foundation\Tomcat 7.0\logs\codemari」以 下に操作ロ

グファイルが保存されています。更新日時が最新のログファイルを収集してく ださい。（操作時点か

ら時間が経過している場合は、更新日時を確認して、該当する日時のファイルを収集してくださ

い。）

（4） 担当窓口
■ お問い合わせについて

 お客様からのお問合せの件数に関しての制限はありません。 事前にご連絡いただいたお客様の

担当者からのお問い合わせのみ受け付けます。弊社より導入された、もしくは弊社が指定する動

作条件下での情報機器環境についてのみお問い合わせ頂けます。

■ 連絡先

視聴覚室機器保守管理業務室（東急ビルメンテナンス株式会社）：080-6863-4988

（平日08：00～19：00）



7. 講堂 分配器接続方法

1.起動　
①【ON】をタップ　　　　　　②ホーム画面が表示されます。

2.かんたん設定　　あらかじめ登録した状態をボタン一つで呼び出します。

①ホーム画面の　　　　　
[かんたん設定]をタップ

②利用する機能の　　をタップ

かんたん設定で設定済み場面

　講義(プロジェクターなし)
　講義・セミナー(明るめ・HDMI)
　講義・セミナー(明るめ・RGB)
　講義・セミナー(暗め・HDMI)
　講義・セミナー(暗め・RGB)
　座談会(プロジェクターなし)
　座談会(プロジェクターなし)
※背面に上記各場面の詳細を掲載
しています。

　　プロジェクターの電源ON/OFFは少し時間がかかり
ます。

3.映像設定(出力先選択)

①映像設定　　をタップ ②ALLもしくはディスプレイにアイ
コンをドラッグ

16
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分配器はAV室に保管

円債
同軸ケーブルを演台後方の
左通路壁面のスタンドモニター
コンセントに差し込む
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S-3. ラウンジ机　解体・組立マニュアル

2. 設備等マニュアル



1. テーブル組立方法

1
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S-4. 講堂倉庫内備品リスト  / 貸出表

2. 設備等マニュアル
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S-5. 緊急時対応マニュアル

2. 設備等マニュアル



1. 緊急時の対応  
1-1. 事前の対策
イベント等の実施にあたっては、このマニュアルを参考に緊急時に必要となる対応をあらかじめ

把握するとともに、連絡体制をご確認ください。とくに、地震・火災が発生した場合の避難誘導に

ついては、関係スタッフ間で役割と経路を情報共有してください。イベント等は安全に留意してい

ただくこととしていますが、あらかじめ想定される事故等がある場合は、事前に対応策をご検討

ください。

1-2. 学内の緊急連絡先

緊急時の連絡の流れ

1-3. 急病人・けが人が発生した場合  

負傷者・急病人が生じた際の対応は以下のとおりです。

1-3-1. 初期対応

周囲に知らせ、応援を呼んでください。周囲に人がいない場合は、工学部防災センター（内線

26119／03-5841-6119）に応援要請をしてください。 可能な範囲で応急処置をする（無理をしないこ

と）。症状について判断が難しい場合は、東京消防庁救急相談センター（#7119／03-3212-2323）

へご相談ください。

1-3-2. 救急車を呼ぶ
重い症状があり緊急の対処を必要とする場合は、救急要請をしてください。工学部防災センターを
介さずに直接救急要請をした場合は、キャンパス内の誘導のため、すみやかに工学部防災セン
ターに連絡してください。

　❶ 東京消防庁（救急通報） 119 24時間対応

　❷ 東京大学工学部防災センター
内線26119 

TEL: 03-5841-6119（直通）
24時間対応

1



1-3-4. 急病人・けが人発生の報告
上記の初期対応、搬送について、その対応の合間で構いませんのでHASEKO-KUMA HALL担当

（070-6936-1394）へご連絡ください。 

❶ 東京大学本郷保健セン
ター

　 （応急処置）

内線 22573
TEL: 03-5841-2573（直通）

平日日中

❷ 東京大学医学部附属病院
　 救急外来・時間外受付

内線 34100
TEL: 03-3815-5411（代表）

24時間対応

1-3-3. 医療機関への搬送

処置を要するけがや症状が認められる場合は、あらかじめ一報を入れた上で、最寄りの医療

機関に付添者とともに向かってください。本郷キャンパス内の医療機関は以下のとおりです。

2



1-4. 地震・火災が発生した場合

地震・火災等、建物外への避難を必要とする事故・災害が発生した際の対応は以下のとおりです。
工学部建物内では、大きな地震や火災・爆発、薬品・ガスの漏えい等の事故が発生した場合には
緊急放送が流れます（緊急地震速報を含む）。放送に従って行動してください。
 

 1-4-1. 初期対応
次の対応をしてください。
・身の安全を図る
・避難経路の確保
・イベントの一時中止

1-4-2. 緊急対応
可能であれば負傷者の救助・応急処置をしてください。
 

1-4-3. 避難の実施
資料10「在存者・火気の確認済」シートに記入し、その紙をドア廊下側に貼って、その後、一時避難
場所に移動してください。
一時避難場所に到着後、資料11「避難時チェックシート」に記入し、「号館管理室担当」に渡してくだ
さい。
また、避難状況を本ホール担当者 (070-6936-1394) に連絡してください。

1-5-5.一時避難場所
最寄りの避難場所は、建物出入り口（自動ドア）正面の広場が指定されています。

２. 避難時チェックシート
※次ページのシートが講堂のドア付近にあります。

3
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2012年06月， 11号館管理委員会

研究室名  / 点検者名　　　HASEKO-KUMA HALL　1階　講堂  

部屋番号，

施設名称
講堂1階 AV室 控え室

バック

ヤード

バック

ヤード倉庫
講堂倉庫

報告

事項

残存者  □ なし □ なし □ なし □ なし □ なし □ なし 

負傷者

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

火気始末 □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK

確認

事項

ガス栓OFF □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK

電源OFF □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK

薬品固定 □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK

物品

転倒・破損

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

施錠 □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK

連絡事項 （トイレや講義室など公共スペースの状況なども）

地震による一斉避難時，防災担当者は，少なくとも報告事項の3項目「残存者」「負傷者」「火気
始末」を，所属ユニットおよび担当フロアの部屋・施設で確認し，号館管理室に報告してください．

※予め担当箇所を記入しておくことをお勧めします．

部屋番号，

施設名称

講堂倉庫

(入口近)
女子トイレ 男子トイレ

報告

事項

残存者  □ なし □ なし □ なし □ なし □ なし □ なし 

負傷者

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

火気始末 □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK

確認

事項

ガス栓
OFF □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK

電源OFF □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK

薬品固定 □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK

物品

転倒・破損

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

施錠 □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK
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2012年06月， 11号館管理委員会

研究室名  / 点検者名　　　HASEKO-KUMA HALL　1階　ラウンジ   

部屋番号，

施設名称
講堂1階 AV室 控え室

バック

ヤード

バック

ヤード倉庫
講堂倉庫

報告

事項

残存者  □ なし □ なし □ なし □ なし □ なし □ なし 

負傷者

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

火気始末 □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK

確認

事項

ガス栓OFF □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK

電源OFF □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK

薬品固定 □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK

物品

転倒・破損

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

施錠 □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK

連絡事項 （トイレや講義室など公共スペースの状況なども）

地震による一斉避難時，防災担当者は，少なくとも報告事項の3項目「残存者」「負傷者」「火気
始末」を，所属ユニットおよび担当フロアの部屋・施設で確認し，号館管理室に報告してください．

※予め担当箇所を記入しておくことをお勧めします．

部屋番号，

施設名称

講堂倉庫

(入口近)
女子トイレ 男子トイレ

報告

事項

残存者  □ なし □ なし □ なし □ なし □ なし □ なし 

負傷者

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

火気始末 □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK

確認

事項

ガス栓
OFF □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK

電源OFF □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK

薬品固定 □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK

物品

転倒・破損

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

施錠 □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK
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2012年06月， 11号館管理委員会

研究室名  / 点検者名　　　HASEKO-KUMA HALL　2階　講堂・ラウンジ  / 

部屋番号，

施設名称
講堂2階 ラウンジ2階 女子トイレ

報告

事項

残存者  □ なし □ なし □ なし □ なし □ なし □ なし 

負傷者

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

火気始末 □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK

確認

事項

ガス栓OFF □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK

電源OFF □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK

薬品固定 □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK

物品

転倒・破損

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

施錠 □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK

連絡事項 （トイレや講義室など公共スペースの状況なども）

地震による一斉避難時，防災担当者は，少なくとも報告事項の3項目「残存者」「負傷者」「火気
始末」を，所属ユニットおよび担当フロアの部屋・施設で確認し，号館管理室に報告してください．

※予め担当箇所を記入しておくことをお勧めします．

部屋番号，

施設名称

報告

事項

残存者  □ なし □ なし □ なし □ なし □ なし □ なし 

負傷者

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

□ なし

□ あり

（           名）

火気始末 □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK

確認

事項

ガス栓OFF □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK

電源OFF □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK

薬品固定 □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK

物品

転倒・破損

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

□ なし

□ あり

（             ）

施錠 □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK □ OK
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避難時に最後に部屋を出る人は 

①室内に残存者がいないこと   ②火気がないこと  

を確かめて この紙をドア廊下側に掲示してください

この掲示がされている場合 防災担当者は再度確認しません  

万が一にも残存者がないよう慎重に確認してください

1FHASEKO-KUMA HALL講堂
HASEKO-KUMA HALL Lecture Hall

ROOM

※ この紙は  全てのドア内側にマグネット等で掲示準備をしておいてください　 2012年6月 11号館安全管理委員会

When you evacuate from this room, 
put this paper out of the door after checking the room

連絡事項  memo：

確認者名  your sign :

残存者・火気の
確認済み

Everybody already evacuated
& There is No fire in this room

3. 存在者・火気の確認済みシート

7



避難時に最後に部屋を出る人は 

①室内に残存者がいないこと   ②火気がないこと  

を確かめて この紙をドア廊下側に掲示してください

この掲示がされている場合 防災担当者は再度確認しません  

万が一にも残存者がないよう慎重に確認してください

2FROOM

※ この紙は  全てのドア内側にマグネット等で掲示準備をしておいてください　 2012年6月 11号館安全管理委員会

When you evacuate from this room, 
put this paper out of the door after checking the room

連絡事項  memo：

確認者名  your sign :

残存者・火気の
確認済み

Everybody already evacuated
& There is No fire in this room

HASEKO-KUMA HALL講堂
HASEKO-KUMA HALL Lecture Hall

3. 存在者・火気の確認済みシート
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避難時に最後に部屋を出る人は 

①室内に残存者がいないこと   ②火気がないこと  

を確かめて この紙をドア廊下側に掲示してください

この掲示がされている場合 防災担当者は再度確認しません  

万が一にも残存者がないよう慎重に確認してください

1FHASEKO-KUMA HALLラウンジ
HASEKO-KUMA HALL Lounge

ROOM

※ この紙は  全てのドア内側にマグネット等で掲示準備をしておいてください　 2012年6月 11号館安全管理委員会

When you evacuate from this room, 
put this paper out of the door after checking the room

連絡事項  memo：

確認者名  your sign :

残存者・火気の
確認済み

Everybody already evacuated
& There is No fire in this room

3. 存在者・火気の確認済みシート
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避難時に最後に部屋を出る人は 

①室内に残存者がいないこと   ②火気がないこと  

を確かめて この紙をドア廊下側に掲示してください

この掲示がされている場合 防災担当者は再度確認しません  

万が一にも残存者がないよう慎重に確認してください

2FHASEKO-KUMA HALLラウンジ
HASEKO-KUMA HALL Lounge

ROOM

※ この紙は  全てのドア内側にマグネット等で掲示準備をしておいてください　 2012年6月 11号館安全管理委員会

When you evacuate from this room, 
put this paper out of the door after checking the room

連絡事項  memo：

確認者名  your sign :

残存者・火気の
確認済み

Everybody already evacuated
& There is No fire in this room

3. 存在者・火気の確認済みシート
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4. 安否確認  Confirm safety of everyone

1. 安全確保  Ensure your own safety

3. 避難場所1)へ移動  Move to evacuation site1)

2. 緊急対応  Emergency response

緊急地震速報発令   EEW* alarm Broadcast
EEW*: Earthquake Early Warning
This system will automatically sound an alarm just before an earthquake.

・地震が収まるまで，机の下や転倒・落下物がない安全な場所で身を守る．

  Ensure your own safety in a safe place such as under a table.

・【負傷者対応】 周囲に知らせ，救護措置をおこなう．

・【火災や有害物質漏洩対応】 周囲に知らせ，可能ならば拡大防止に努める．

  If someone is injured or in case of fire, chemical leakage, etc., call for help.

・安否確認用紙2)を提出する．

  Submit your safety confirmation sheet2).
・工学系安全管理室の指示があるまで，避難場所で待機する．

  Wait for further instruction from the safety office.

・一斉放送の避難指示にしたがって避難場所に移動する．

  Move to the evacuation site immediately following the announcement.
・取り残される人がないよう互いに声を掛け合う．

  Make sure no one gets left behind.

1) 11号館の避難場所は，正面玄関前駐車場です．

    Our evacuation site is in the parking space in front of our building.
2) 安否確認用紙は，毎年配布される安全カードに付属しています．

    The safety confirmation sheet is attached at the safety card.

2012年06月， 11号館管理委員会 11



（１）人を呼ぶ・火災発生を伝える   Call for help

アラームOFF（火災報知機受信盤室で）
Go to the room for fire alarm and turn 
off the button

**11号館の避難場所は正面玄関前駐車場です．
**Our evacuation site is in the parking space in front of our building

火災報知機発報ないが
火災を確認

Finding fire without fire alarm

（５）関係者連絡     Contact those who are in charge
・専攻長/防火責任者、該当研究室責任者へ連絡

火災あり
Fire

火災なし
No Fire

火災報知機発報あり
Finding fire by fire Alarm

（２）火災報知器のボタンを押す  Push fire alarm button

（３）火災対応行動   Action in case of a fire 
①初期消火（消化器，消化砂，消火栓を使い）を行う．危険なら無理しない 
    Initial fire extinction if it is not dangerous
②部屋施錠の場合，専攻事務室or工学防災情報センター（列品館1F南警備員室）に行き解錠． 
    Go to administration office or guards’ room to unlock  if the room is locked
③火災報知機受信盤室（内線               部屋番号                 ）と連絡をとる 
    Contact the fire alarm room(ex                room#               )
④消防署に連絡（0発信で119） Contact fire department(0-119 or 119)
⑤避難・全館放送などで号館内連絡 

（４）工学防災情報センター（列品館 1階南）へ連絡  
        （内線26119 or 03-5841-6119）
 Contact  the disaster prevention center  at Ext. 26119 or 03-5841-6119

12



（１）スイッチを切る．  Turn off the equipment

**11号館の避難場所は正面玄関前駐車場です．
**Our evacuation site is in the parking space in front of our building

（５）関係者連絡     Contact those who are in charge
・専攻長/安全管理責任者、該当研究室責任者へ連絡

（２）人に知らせる  Call for help

（３）応急処置   First Aid
    止血，人工呼吸，AED, Stop bleeding, Artificial breath, AED

（４）工学防災情報センター（列品館１階南）へ連絡
       （内線26119 or 03-5841-6119）
 Contact the disaster prevention center  at Ext. 26119 or 03-5841-6119

外線119へ連絡   Call  outside 119 
工学部１1号館○階○号室にて

負傷者が出たので救急車を頼む
Dispatch an ambulance

 to the building  No XX , XX floor, room#X

病院に電話し，けが人を病院につれてい
く

内線 34100 or 03-3815-5411
Call  UT Hospital and take the injured 
person to the emergency reception

Ext. 34100 or 03-3815-5411

重症 Severe 軽症 Not Severe 

御殿下グラウンド
Gotenshita ground

管理研究棟
外来棟

入院棟A 救急受付
Emergency 
reception

龍岡門
Tatsuoka Gate

13



東京大学工学部 11号館 HASEKO-KUMA HALL

2025年5月版

S-6. 講堂・ラウンジ図面（平面図）

2. 設備等マニュアル
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東京大学工学部 11号館 HASEKO-KUMA HALL

2025年5月版

S-7. UTokyo-Guest Wi-Fi 利用方法

2. 設備等マニュアル



1



2



3



4


